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山行報告書      京都田辺山友会     報告者 染矢つや子       

山 名 比良山系 堂満岳 山行名 ５月例会  

ルート イン谷口～ダケ道～北比良峠～金糞峠～堂満岳～ノタノホリ～比良駅 

山行日  ５月１８日（日） 天 候 晴れ 

参加者 

リーダー：染矢         サブリーダー：岡本 

男性：中島・梅澤・赤松・上田・平尾・津田・金本・坪田・山下             

女性：大谷・上田・伊藤・秋山・倉光             

合計： １６名  

ルート概略図 

 
コースタイム 

地名 時：分 地名 時：分 

イン谷口 
集 8:30 

ノタノホリ 
着 14:40 

発 8:45 発  

カモシカ台 
着 9:50 

比良駅 
着 16:00 

発 10:00 発  

北比良峠 
着 10:50 

 
着  

発 11:20 発  

金糞峠 
着 11:40 

 
着  

発 11：50 発  

堂満岳 
着 13:00 

 
着  

発 13:10 発  

山行報告 

五月晴れ、まばゆい新緑の中１６名がイン谷口に下車。姫路からの大型観光バスも到着。 

２班に分けそれぞれに班長をお願いする。今月入会者の２名を１班にＳＬの後を歩いてもらう。 

好天に恵まれ気持ちも爽やか、緩やかな広い登山道からダケ道に、少しずつ急な登りをＳＬが

適度な休憩を入れ順調に北比良峠に到着。眼下に琵琶湖を見下ろしながら早めの昼食。 

金糞峠までは石楠花通り、２週間前は見頃だったので今日はほとんど駄目かも知れないと思っ

ていたが、大木にたくさんの花をつけ私達を待っていてくれたようだ。皆さんの笑顔にほっと 

する。峠で小休止後「堂満岳」への道幅の狭い登りが始まる。段差のあるところでＹさんの左

足が攣る。テープシュリンゲ・カラビナを負傷者に装着し引っ張り上げる準備。搬出訓練の成

果か手際が良い。各々装備はしっかり持っていた。ザックの中身も分担し本人は空荷で。引っ

張ったり押し上げたりを数回繰り返しながら頂上に。１班にせかされ取り敢えず集合写真。 

頂上からの下山は２班が先頭と思っていたが意思疎通がうまくいかず又狭いところで長く居座

る事も出来ず１班が先に下山。あとから到着の２班は休憩後下山。間隔が開く一方、途中連絡

し待ってもらい２班を前に１班は後方に入れ替えた。その後は同じ歩調でＹさんの足も皆さん

の協力で徐々に回復し無事に下山。「最近歩いてないから不安」と言っていた人達は元気でした。 

反省①早くに申し込みされていた方を忘れ山行届に記載漏れ。再チェックミス 

  ②１班と２班の間隔の差、もっと早めにＳＬ・１班の班長に指示すべきだった 

ヒヤリハット 

 Ｙさんの足の攣り（詳細は本人の感想文） 

 

イン谷口 

北比良峠 

金糞峠 

堂満岳 

比良駅 
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堂満岳感想                    山下 隆   2014.5.20 

      満開のシャクナゲとツリ名人復活か？ (天国と地獄) 

 5 月の好天下ではどの山に行っても眼に優しい新緑が迎えてくれるので、近郊の山は一年で一番

好きな季節だ。6 月に入ると雨もあるし、蒸し暑くなる。5 月の行事は出来るだけ参加しようと決

めていた。堂満岳もメールで早く申し込んだ。ところが、なぜか山行届の名簿から漏れ、集合場所

ではキョトン顔で迎えられた。 アレレ・・・と顔を見合す。 

 4 月、5 月と三上山・東海自然歩道とトレッキングシューズでよかったが、今日は登山靴の出番

となる。天気の心配はほとんど無い山行も久しぶりで雨具はカッパのみとした。以前、武奈ｹ岳で雲

一つない青天に恵まれたことを思い出す。 

 新緑の中を歩ければもうそれで十分と思っていたところ、石楠花みちでは、次々と現れるシャク

ナゲに感激の声。CL をつとめる彼女は余裕があって、「アラツ イワカガミだ」「ほら右上を見て」

「アツ 左上に！」 ・・・と木の間にあるシャクナゲ発見の名手だ。足元を見ながら必死で登る

小生はそのたびに足を止めたり、カメラを向けたりしているうちに、つい前と間が空いてしまい急

ぎ足となる。あまり素晴らしかったので対抗して道を譲ってくれた方に「もう少し行くと 素晴ら

しいシャクナゲが待ってますよ」と伝えたものの、その先もまだまだシャクナゲ道は続いていて、

言った自分を笑ってしまった。CL が 5 月の連休に来た時は満開だったので、登り始めの「今では、

あまり期待できないようです」のセリフに反していてうれしさ倍増だ。「成長抑制剤でも、下見の時

にまいていてくれたのかな」と冗談を飛ばす。チョットした斜面の向きや日当たり具合で盛りの時

がずれたのが幸いした。 

石楠花だけでなく、白ヤシオ・赤ヤシオも時々現れ、前を歩く方が「極楽浄土に向かっているの

ではないか？」と聞こえてきた。一生分の石楠花とは言い切れないが、満足した。今年は当たり年

のようだから、再来年頃に又来るといいかな！ 

花道に浮かれているうちに、金糞峠から堂満岳への後半はキツイ登りとなり、大きな段差を超え

るには、短い脚に頑張ってもらわねばならぬ。しかも、食後 30～60 分後はツリが来る魔の時間帯

だ！いやな予感がする。御在所岳での急坂も、私にとってはツリの名所だ・・・・とツリ名人時代

のこと思っていたら、大きな段差のところで左ふくらはぎに当たりが来た。左が治り、ややかばっ

てあるいていたら、今度は右足へのお迎えだ！ 入会して間もない頃、鷲峰山での下りで両足がツ

リ、動けなくなり、平松さんに背負われ、皆さんの助けで下山したことがあった。その時以来 自

称「ツリ名人」。その後の鍛錬で、ツリの頻度も減り、2009 年夏には 3 泊 4 日の白馬縦走では何事

もなく「ツリ名人返上」を宣言したものだった。最近は先輩から丈夫になったと褒められることも

あったのに！ 

今年は後期高齢者となり、Ｙu さんのように甘南備山・交野山のエージ登山を順調にこなして体

力作りに努めてきたのに、皆さんにご迷惑を掛けることになってしまった。 

想定される原因はいくつか思い当たる。 

① 山での食事は一度にとらないで、少しずつ休憩時に取る。コンビニオニギリより大きな愛妻お

にぎりを昼食の時に二つも食べ、血液が胃の方に流れ、第二の心臓といわれる足にまわらなく

なったためと思う。愛におぼれてしまったためか？？？ 

② 体重の増えすぎ。CL からお腹の周りのフックラを指摘される。正月の時に急増し、いっこう

に減らない体重は悩みの種で、今月初めから 毎日の体重をグラフ化し、減量中であった。適

正体重＝(身長ー100)－２kg  という説もありますので、現在努力中です。 

③ 前日の疲れが残っていたか？ 前日の夜に、体育館で卓球をやり、汗を流した。1:30 位なら

丁度良い疲れでグッスリ寝むれるとのつもりだった。計画通りよく寝られたが年齢と共に、疲

れの回復は遅くなるといわれているので、ミスマッチが起こったようだ。 

④ 塩分不足か？ 卓球の時に持っていったスポーツドリンクをバックの中に入れたままにして

しまい、リュックに移しかえるつもりを忘れてしまう。水分 1 ﾘｯﾄﾙの予定が半分しか持ってな

い。しまった！ Ｋu さんが沢山あるからと健康茶を譲ってくれたので助かる。救急品の中に、

塩そのものはあるも、取り出すのは面倒で、つる前に飲むべきものをつってからではもう遅

い！ 転ばぬ先の杖 が実行されてない。 
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つった後は皆さんに大変ご迷惑を掛けることになりました。荷物を分散したり、リュックを持

っていただいたり、テープシュリンゲで習ったばかりのチェストハーネスを手際よく付けてくれ

ていつでも引っ張り上げられるようにしたり、痛み止め対策をしていただいたりしながら、堂満

岳への最後の急坂をゆるりと登ることがなんとか出来ました。 

下りは小股・小股で下り、無事イン谷に到着した。ここから比良駅までまだ 1 時間歩く予定だ

ったが、Ｔさんが自家用車でここまで来ていたこともあり、京田辺まで同乗させていただき助か

りました。今回は「ツリ名人」の資格を取った時ほどひどくなくてすみましたが、精進して仲間

にご迷惑を掛けないように努力いたします。得意科目の一つにはちがいないので、その時は又よ

ろしくお願いいたします。 

CL をはじめ、皆さんにはいろいろお世話になりありがとうございました。素晴らしかったシ

ャクナゲの群生と共に忘れられない山行でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


